
dotNET Magazine 2003 Nov. 163

ASP.NETの基本を学ぶ
～概要から環境設定まで

今月から12回にわたって、ASP.NET

＋Visual Studio .NETによるWebアプ

リケーションの開発について一緒に勉

強してゆきましょう。ASP.NETにせよ

Visual Studio .NET（以下VS.NET）に

せよ、さまざまな機能を提供する膨大

な技術ではありますが、恐れることは

ありません。

重要なことは基本的な考え方の理解

です。細かい構文や機能を記憶するこ

とに振り回されないでください。「そん

なもの」は基本概念を理解してさえい

れば、必要な時に必要に応じてドキュ

メントを調べればそれで良いのです。

この連載では、そのドキュメントを

「自分で調べる」ための、最初の取っか

かりの部分を知っていただければと思

っています。

まず具体的な環境構築、開発に入る

のに先立って、「ASP.NETとはなに

か？」――どういう技術なのかという

点について、簡単におさえておくこと

にしましょう。

❊サーバーサイドで動作する

ASP.NETは、クライアント（多くが

ブラウザ）からのリクエストに応じて、

Webサーバー上で処理を行ない、その

処理結果を（一般的には）HTMLとし

てクライアントに応答する技術です（図

1）。「技術」ということは、ASP.NET自

体が使用する言語を規定するわけでは

ありません。Visual Basic .NETやC#、

JScript .NETなどなど、ASP.NETに対

応したプログラム言語ならば、なんで

も自分の好みに応じて自由に使用する

ことができます。

ASP.NETとは、Webアプリケーショ

ンを作成するための「便利な部品の集

まり」であり、「基本的なルールを規定

したもの」であると思っていただけれ

ばよいでしょう。

❊イベントドリブンモデル

実は、このようなサーバーサイド処

理の仕組みそのものは決してASP.NET

特有のものというわけでも、目新しい
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ものというわけでもありません。ほか

にもJava言語をベースとしたJSP（Java

Server Pages）＆サーブレットや、関数

（マクロ）を主体とした簡易なスクリプ

ト環境PHP（PHP：Hypertext Prepro

cessor）などが代表的です。

ASP.NETがこれらの技術と異なる点

は、開発モデルとして「イベントドリ

ブン（駆動型）」を採用しているという

点です。

イベントドリブンがなにかという点

に話を移す前に、従来のJSP＆サーブ

レットやPHPで採用されている開発モ

デルについて、少々お話ししておく必

要があるでしょう。JSP＆サーブレット

やPHPで採用されているモデルは、

「HTML埋め込み型」あるいは「ページ

インラインモデル」と呼ばれるもので

す。ページインラインモデルとは、

HTMLで作成されたレイアウトに対し

て、部分的なプログラムを埋め込んで

ゆくイメージです（図2左）。

しかし、Webアプリケーションが次

第と複雑化し、時には基幹業務システ

ムにも採用されるようになると、レイ

アウトとプログラムとが複雑に絡みあ

っているページインラインモデルの限

界が見えてきました。

ページインラインモデルでは、プロ

グラムが少し複雑になると、コード全

体の可読性が著しく悪くなるという決

定的な短所があったのです。Webアプ

リケーションに要求されるものが次第

に高度になるのに応じて、プログラマ

とコンテンツ作成者、デザイナによる

分業も進んできましたが、ページイン

ラインモデルではひとつのソースコー

ドを前に、複数の作業者が突付き合わ

なければならないという事情もありま

した。

しかし、イベントドリブンモデルに

おいては、まず画面設計がありきです。

画面上に配置された「ボタンがクリッ

クされた」「選択ボックスの内容が変更

された」、あるいは「ページそのものが

呼び出された」などのイベントをトリ

ガー（きっかけ）として行なうべき一

連の処理手続きを記述する方式なので、

おのずとレイアウトとプログラムとが

分離します（図2右）。

しかも、ASP.NETには「コードビハ

インド」という機能が用意されており、

コードの部分だけを別ファイルとして

完全に分離することが可能となってい

るのです。これによって、上に挙げた

ような「開発の分業」が促進できるだ

必ずできる!
基礎固め

ASP.NET
ゼロからはじめる
Webアプリケーション開発

「.aspx」
ファイル

処理結果のみが送信されるので……

・クライアント環境に依存しない
・余計なデータがネットワークを流れない

サーバーサイドで処理されるので……

・豊富なサーバーリソースを利用可能
・ソフトウェアのバージョンアップなどが容易
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図1：ASP.NETはサーバーサイド技術

ページインライン

<html>
<head>
<title>レガシーASP</title>
</head>
<body>
<table>
<%Do While Not rs.EOF %>
   <tr>
     <td><%=rs(“nam”) %></td>
     <td><%=rs(“price”) %></td>
     <td><%=rs(“dat”) %></td>
   </tr>
<% Loop %>
</table>
</body>
</html>

イベントドリブン

<script runat=“Server”>
Private Sub Page_Load(...)
  （処理コード）
End Sub
</script>

<html>
<head>
<title>ASP.NET</title>
</head>
<body>
  （略）
</body>
</html>

コード

レイアウト

コードとレイアウトとが混在 コードとレイアウトとが明確に分離

図2：イベントドリブンとページインライン




